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卒業・修了・退職に
あたって



　令和２年３月をもって卒業・修了される学生
の皆さんと退職される職員の皆さんに、まず
もって感謝を申し上げます。弘前大学に在籍し
て下さった皆さんは本学の歴史において不可欠
な存在であったことを大学として銘記しなけれ
ばなりません。本当にありがとうございました。

　学生の皆さんにとって、大学生活はそれぞれ
のキャリアに大きく影響することであるのは間
違なく、この間皆さんお一人おひとりが大きく
成長したことも事実です。しかしながら、皆さ
んの人生はまだまだ先が長く、これまでの学問
がすべてではありません。これまでの学生生活
に満足している皆さんも、多少後悔を感じてい
る皆さんも、大きな期待となんらかの決意を
もって、新たな一歩を踏み出して欲しいと思い
ます。皆さんは社会全体にとって希望の存在で
す。自らの幸福を希求することが第一ではあり
ますが、社会からの期待にも大きなものがある
ことを多少なりとも意識していただくよう願っ
ています。世の中は今、情報関連の技術革新が
脚光を浴びて、AIやIoTなどへの対応が問われ
ています。私には良く分かりませんが、我が国
はこの分野で後れをとっているとも言われ、ま
た、AIに取って代わられる職業といったような
議論が行われています。しかしながら、いつの
時代にも、それまで無かった新たな知識、技術
が成熟し、大きな社会的役割を新たに果たすこ
とが繰り返されてきたのは間違いなく、そんな
中、例え未知の領域であっても新たな流れに適
応していく力は、皆さんが身につけた多様性で
あり、総合力ではないでしょうか。皆さんは大
学生活の中で、多くの経験を積んで成長してき
ました。それを活かして、今後も引き続き多様
な学びを目指して欲しいと思います。

　今年度末をもって退職される職員の方々の本
学における勤務期間はさまざまであったかと推
察しますが、その長短にかかわらず、弘前大学
が、また私自身が大変お世話になりましたこと
を心から感謝申し上げます。例えば、昨年、弘

前大学は創立70周年の節目を迎えましたが、70
周年記念事業のみならず、70年の歴史の大部分
が皆さんのご努力の賜物です。70周年記念事業
を盛大に開催することができ、また、いずれも
有意義なイベントであったと思っています。こ
れを単なる節目の一つとして終えるのではなく、
今後も連綿と続く弘前大学の歴史、伝統の流れ
につなげていくことが重要であり、その意味で
は、皆さんが例え弘前の地を離れたとしても、
今後もしっかりと弘前大学を見つめ、いろいろ
な意味で支えてくださることを期待しています。

　私事で恐縮ですが、私自身も今年度末をもっ
て退職することとなりました。大学生および大
学院生として10年間、職員として41年間、弘前
大学のお世話になりましたが、思い返してみま
すと、やはり、私の人生にとって弘前大学がす
べてであったと感じています。これからもその
思いにはいささかの後退はないと思いますが、
今後は私自身も多少は多様性の追求を考えるこ
とがあるかと思っています。事あるごとに申し
てきましたが、弘前大学で、従って弘前の地で
生活し、教育研究に携わって来られたことは、
私にとって大いに幸せなことでした。弘前はこ
こにしかない文化と歴史の薫りがあり、雪は多
少邪魔に思いますが、四季の彩も豊かで、自然
にも恵まれ、お酒や食べ物も美味しく、本当に
素晴らしい土地です。私自身は引き続き弘前に
とどまることになりますが、この街で暮らせる
ことへの感謝を忘れないと思います。

　ここで趣旨は多少異なりますが、弘前大学に
対する私の想いを少し述べさせていただくこと
をお許しいただきます。大学、特に国立大学を
取り巻く現在の状況から、弘前大学の行く末が
大いに気になっており、それが杞憂であればと
願わずにいられません。既に平成28年度から学
生定員が減りましたが、今また、さらなる定員
の見直しを迫られる場面があるかもしれません。
地方創生が声高に言われていますが、この地域
における高等教育機関の役割は大きく、大学の
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活性化と地域の振興は連動しています。18歳
人口の減少は高等学校の再編、統合などにつな
がっていますが、大学の場合は、入学志願者と
地域の18歳人口とが完全に比例することはない
と思われます。高等教育本来の役割を踏まえた
上で、若者に選ばれる大学の在り方を真剣に考
えなければならない時が来ています。また、運
営費交付金全体の減額は止まりましたが、評価
に基づく再配分が拡大され、評価基準も毎年度
見直されています。この数年間、皆さんの努力
によって、その点での評価と予算の再配分に関
して、弘前大学は比較的良い結果を達成してき
ました。しかしながら、それが永遠に続くはず
はなく、現に、このような予算配分方式が導入
されて以来、本学のようにプラスであり続けて
いる国立大学はきわめて少数です。加えて、原
則として運営費交付金は単年度決算ですので、
現在の状況は次年度以降の結果を約束するもの
ではまったくありません。このように述べると、
大学の未来は暗いという印象を持たれかねませ
んが、この地域唯一の国立高等教育機関として、
弘前大学が永遠にその役割を果たしていくこと
は間違いなく、さらには、本州最北端の地で明
るい光を放つ存在でなければなりません。新学
長の下に、職員をはじめ本学関係者が一丸と
なって、弘前大学の輝かしい未来を創ってくだ
さることを切に願いながら、私も応援し続けま
す。

　最後に、本年度末をもって本学を去られる学
生、職員の皆さん、そして引き続き弘前大学に
とどまる皆さんの今後のご健勝、ご多幸を心か
らお祈り申し上げます。皆さんありがとうござ
いました。
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卒業にあたって
　早いもので弘前大学に入学してあと少しで４年が経とうとしています。この４年間
を振り返るとあっという間な時もあれば、いろんな意味で大学生らしい何もしない時
間も多かったなと思います。
　大学生になり自由になる一方、自主性や自己責任という言葉を痛感する場面が多くあり
ました。特に痛感したのは昨年の12月。時期的に卒業論文や内定先から課された資格
試験などもあり日々忙しい中、割と重度な食中毒になりました。人間弱ると自転車すらこ
げないことを教えてくれたこの事件は２週間の強制的な休みとなり、卒論も勉強も全く出
来ない状況になったのです。結局なんとか間に合わせたのですが、スケジュールをたてる
時にもっと不測の事態に備えて余裕をもってやろうと最後の最後に教えられました。
　他にもサークルやゼミ、アルバイトなどでも多くの人に助けられつつ、学び、楽しい時間
を過ごせました。本当に指導していただいた先生や先輩、後輩など、そして何より進学さ
せてくれた両親と家族には感謝の気持ちばかりです。この春からは社会人として様々な壁
に当たると思いますがこの４年間で得た経験を糧に、精一杯頑張っていこうと思います。

大学生活を振り返って
　４年間を振り返ってみると、とても一言では表し切れないほど沢山の思い出が蘇っ
てきます。私は青森で生まれ育ち、地元だから弘大にしたと言ってしまえばその通り
ですが、高校時代勉強に苦労した私にとって弘前大学に入学できたことは本当に嬉し
いことでした。いざ入学してしまうとその時の気持ちを忘れ、時には友人と共にだる
い、帰りたいなど文句を言いながら講義を受けた日もありました。卒業を目前にした
今、そんな日々でさえ恋しいと感じます。
　私の大学生活の中で一番の思い出を挙げるとすれば、人との出会いです。自分で言
うべきか分かりませんが、私は人に恵まれていると感じることがあります。この４年
間でも大学内や留学先、アルバイトなど様々な場所で沢山の素晴らしい出会いがあり
ました。未熟な私を支えてくださり、そして卒業まで導いてくださった全ての方々に
心から感謝致します。本当にありがとうございました。春からは22年間過ごした地元
を離れ、新天地での生活が始まります。不安もありますが、これからも人との巡り会
いを大切にしながら自分らしく頑張りたいと思います。

人に恵まれた大学生活
　私はたくさんの不安を抱えながら、弘前大学に入学しました。大学の講義について
いけるのか、高校まで続けてきた部活をやり遂げられるのか、バイトを始めとした今
までになかった私生活の環境の変化を一人で乗り越えられるのか・・・など。でもこ
の不安は杞憂に終わりました。私は周りの人に恵まれたため、充実した大学生活を送
ることができました。
　勉強面ではわからないところを教えてくれる友達がおり、またなんでも相談に乗って
くれる先生に恵まれました。部活動の面では頼りになる先輩や慕ってついてきてくれる
後輩、また頼れてなんでも話せる同期などチームメイトに恵まれました。バイトでも信
頼できる仲間ができ、私生活でも一緒に時間を過ごす友達や外出に誘ってくれる知り
合いにめぐまれました。私にはこの４年間でたくさんの信頼できる人ができ、その人
たちが支えてくださったおかげで不安もなく、充実した生活を送ることができました。
　私は卒業後、故郷である青森県を出て就職します。お世話になった方々や友達の多
くと離れることになりますが、この４年間で受けた恩を忘れず、次のステップを歩ん
でいこうと思います。

社会経営課程
吉田 実央

文化創生課程
木村 めぐみ

社会経営課程
千葉 大輔
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大学生活４年間を終えて
　大学での４年間は本当にあっという間でした。一人暮らしから始まり、大学での講
義、部活・サークル活動、アルバイトなど、初めての体験をたくさんすることが出来ま
した。どの経験も楽しく、有意義で私自身の人生に大きな影響を与えました。
　私の大学生活を一言で表すと、｢自分がやりたいことを全力で｣ でした。学祭の企
画・運営や、サッカーのコーチ、塾の講師など、その時によって違いますが、様々な
ことに力を注いできました。私は、大学入学時から教員になることが目標でした。な
ので、入学当初はボランティア活動や小・中学生と関わることが出来る活動をしなけ
れば意味が無いというふうに考えていました。しかし、様々な体験の中で、何をする
か選ぶことではなく、したことから何を学びどう生かすかが大切だということに気が
つくことが出来ました。今までの経験全てを活用して、４月から全力で子どもたちの
ために頑張っていきます。
　最後になりますが、慣れない一人暮らし、不安な大学生活を支えてくれた家族、共
に様々なことを乗りきった友人、弘前で出会いたくさんお世話になった方々のおかげ
で今の自分があります。本当にありがとうございました。そして、これからもよろし
くお願いします。

出会いの4年間 
　４年間で私はどれほどの人と出会い、関わってきたのだろうと考えてみました。
サークルやアルバイトで知り合った人、実習先の子どもたち、先生方……もうキリが
ないです。それっきりな人もいますが、一つ一つの出会いが今の私を作っていると思
うと尊いものです。人に迷惑をかけてしまったり、劣等感に苛まれたりもしました
が、総じて充実した大学生活だったかなと振り返ります。
　私の大切な出会いを少しだけ紹介します。まずは課程の仲間たちです。21人で入学
して、お世話になりまくりました。深く討論したり、実習や教員採用試験で辛いときに
支えあったり、飲みやイベントで親睦を深めたり、……この課程で、このみんなとだから
様々乗り越え、成長できたのだと思います。しっかり者で個性豊かで温かくて、そんな
みんなが本当に大好きです。これからもずっと大切にしていきたいです。
　実習校の養護教諭の先生、教職支援室の先生、課程の先生という、尊敬できて目指
すべき存在に出会えたことも有難いです。勝手ですが人生の先輩としてお手本にさせ
ていただきます。出会えて本当に良かったです。
　春からは教員として働きます。期待よりも不安のほうが正直強いですが、これまで
の出会いとこれからの出会いを大切にしながら、謙虚にひたむきに努力を重ねられる
人でありたいです。この場を借りて、私と出会ってくださった全ての方に感謝申し上
げます。

大学院２年間を振り返って 
　小学校教員として約20年勤めた中で、勉強する機会をいただきました。振り返る
と、１年目は、課題として出された本やプリントの内容を１行すら読めないことがほ
とんどでした。その都度インターネット検索をし、本を探しました。でも、いざレ
ジュメを作ろうとしてもアイディアが浮かばない…また読み直しと調べ直し…この繰
り返しでした。たとえ予習に多くの時間を費やしても、授業では、ぼやけたままの状
態で討論することがほとんどでした。１年目が終わる頃には少しは楽になっていると
思っていたのに、その感覚は全くなく、一日一日が過ぎる中で、「私には何が身に付
いたのか」と現場に戻る日のことを思うと焦りました。しかし、小学校教員として改
めてスタートした２年目、明らかに一昨年までとは違った感覚で子ども達の前に立っ
ていました。教えられるのではなく経験を通して学ぶ、教育は人と人との営みによっ
てつくられる等、そのようなことを自然に思い、教室の中の一人一人の姿が見えるよ
うになっている気がしました。久しぶりの苦しい学生生活でしたが、難しい本や様々
な考えと出会い、教育についての自分なりの考えを構築できたことが、私にとっては
大学院２年間での大きな学びであり成果です。

学校教育教員
養成課程

嘉瀬 賢太郎

養護教諭養成課程
長沢 彩音

学校教育専攻
杉山 晶子
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今この瞬間の自分を見つめてみる
　卒業という二文字を正視し、過ぎ去った日々に思いを巡らせると、戻りえぬ時間と
そこで得たものの大きさに気付かされます。
　私は初めて患者様にメスの刃を向けた時、緊張で手は震え、頭では分かっていても
無駄の多い私の手技は、簡単に見えた指導医のそれとは全く違い、自らの無力さを痛
感しました。以降、指導医の所作をより注意深く観察し、その中で医療に対する知的
好奇心を高め、探求していきました。些事に見えますが、これを成長と呼ぶのなら、
私はその機会を本学で存分に享受する事ができました。
　課外活動では、野球部の主将を務め、多様性を包容する集団の在り方を学んだと共
に、野球と向き合い、精神的な充足を得ました。そして仲間と共に勝利に打ち震えた
瞬間は、青春の終幕にある私にとって何にも代え難いものでした。
　また、先日埼玉に帰省した際、駅前で人が倒れている所に遭遇し、人だかりの中で
心肺蘇生法を行いました。院外で、それも先頭に立って行うのは初めてでしたが、他
の一般の方の協力もあり、迷わず迅速に対応が出来ました。しかし、医療職の責任の
重さを改めて感じると共に、よりベストを尽くしたいという思いに駆られました。そ
の方の無事をお祈り申し上げると共に、医師になる直前のこの経験を深く胸に刻んで
おこうと思います。
　最後に、私の６年間を豊かにしてくださった方々と、常に心の支えであった家族、
そして医学生として実習でお世話になった患者様に心より御礼を申し上げます。命を
救い、いつの日かメスを置くその日に後悔しないよう、驕らず慢心せず、不断の努力
を持って医療に貢献できるよう精進いたします。

弘前大学を卒業 
　６年前のまだ雪が消えない４月、弘前大学の入学式を迎え、新たな生活がスタート
したときは勉学についてはもちろん、一人暮らしや人付き合いに不安でいっぱいでし
た。周りの同級生も私と同じ気持ちで不安を感じない人はいません。そんな仲間と助
け合いながら厳しい試験や病院実習を乗り切り、またたくさん遊んで、不安な気持ち
はやる気と充実した幸せな気持ちに変わっていきました。
　先輩に誘われて初めて見学しに行った女子バスケットボール部で、その後長く付き
合っていくことになる友人と出会いました。優しい先輩と楽しい同期に惹かれバスケッ
トボール部に入部。３年生で部長になり、采配と統率することの難しさを実感しました。
６年生の私にとって最後の大会である東日本全医大会では好成績を収め、初めて西日
本と合同の全日本大会にも参戦することができました。きつい練習もたくさんありまし
たが、仲間と楽しく笑いの絶えない部活の時間は私にとって大好きな時間でした。
　大学生活は新しい出会いと自由と責任と自立がたくさん経験できる日々だったと思
います。一緒に過ごしてくれた方々に感謝しています。

大学院生活を終えて 
　関東の大学を卒業し歯科医師臨床研修を弘前大学病院で行うため初めて青森に来て
早６年が経とうとしています。研修医の頃から岩木健康増進プロジェクトに参加し、
地域住民の口腔内を多数診てきました。そして、大学病院勤務３年目から歯科口腔外
科学講座の大学院生として、岩木プロジェクトで得たビッグデータを用いて全身のフ
レイルと口腔機能の衰えであるオーラルフレイルの関連性について疫学研究を行って
きました。年々、口腔内の検査項目が増え、複雑となっていきました。そして最も大
変だったことは統計ソフトSPSSを理解し使いこなすことでした。毎年データがそろ
い次第統計解析を行いますが、少しの期間統計ソフトを使わないとやり方を忘れてし
まい、参考書を開いていました。そして、良い値が出ない、解析をかけるごとに数値
が変わるなど数字との戦いでしたが、無事に論文を仕上げることができ嬉しく思いま
す。お世話になった先生方に深く感謝申し上げます。

医学科
藤野 聖人

医学科
水上　藍

医科学専攻
佐竹 杏奈
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卒業にあたって
　弘前大学に入学してから、早くも４年が経とうとしています。「大学での４年間は
あっという間に過ぎる」と聞いていましたが、もう卒業か、本当に早かったなとしみ
じみと感じます。４年前の大学受験、私は第１、２希望で受験した大学に落ちて、第
３希望で運よく合格して弘前大学に入学しました。元々、他学部を志望していたため
に理学療法学については全くと言っていいほど知識がなく、入学後しばらく経って
も、あまり興味を持つことができませんでした。
　そんな私にとって転機となったのは、３年生時の臨床実習です。実際に患者様を目
の前にしてようやく、この方に理学療法を提供しなくてはならないのだ、という実感
がわき、今まで勉強を疎かにしていたことに対して後悔しました。実習を通して、バ
イザーの先生と比較して技量、知識、経験すべてにおいて未熟な私の実習にも快くご
協力いただいた患者様には本当に感謝しています。
　卒業後はいよいよ、理学療法士の一員となります。入学後から熱心にご指導ご鞭撻
くださった専攻の先生方への感謝、実習で得た経験や知識、患者様への感謝の気持ち
を忘れずに、よりよい理学療法の提供を目指して、常に学び、努力し続ける理学療法
士でありたいと思います。

卒業にあたって
　私が弘前大学に入学して４年の月日が経ちました。高校を卒業し、浪人して新生活
や初めての一人暮らしに不安を感じながら、地元北海道から青森へ来た日が昨日のこ
とのようです。大学生活を振り返ると一番最初に頭に浮かぶのは部活動のことです。
小学校から続けていたテニスを大学でも続け、同じ目標を持った仲間達と過ごした時
間は大切な思い出です。沢山の自由がある大学生活の中でバイトや趣味、サークルな
ど何かに打ち込むことは将来役に立つと思うし、多くのことが得られると思います。
また、検査の授業や課題、実習は想像以上に大変で、それに加えて部活動やアルバイ
トなど毎日を忙しく過ごしましたが、様々な面でサポートしてくれた友人や家族、先
生方のおかげでここまで乗り越えることができました。
　大学生になってたくさんの新しいことに挑戦し、多くの人に出会って自分の世界が
大きく広がりました。４月からはまた新たな環境での生活となるので、４年間の経験
をこれから歩む新しい道への力にし、頑張っていきたいと思います。最後になります
が、大学生活においてお世話になりましたすべての方々、本当にありがとうございま
した。

大学院生活について 
　大学院では研究を始めとして、様々な活動に打ち込むことができました。研究では
患者の医療被ばくの線量を把握するための方法について論文を執筆することができま
した。また、医療従事者の職業被ばくについても共同研究に従事し、論文を共著者と
して執筆しました。研究以外の活動としては福島第一原子力発電所事故の復興支援に
役立たせる対応を行いました。この活動では放射線の知識が十分でない一般の方々に
放射線を説明することで、自分の放射線についての知識を再確認することができまし
た。また、大学院では既に診療放射線技師免許を取得していたため、病院で働くこと
ができました。自分の研究は臨床現場に密接した内容であるため、病院での経験は研
究構想を膨らませるのに役立ちました。これは大学院生と学部生の大きな違いで、大
学院に進学して研究をするひとつの利点だと思います。来年度から診療放射線技師と
して医療現場で働くことになりますが、大学院での研究や得られた知識を基盤とし
て、医療の発展に貢献できるような研究を続けていきたいと思います。また、自分が
論文を執筆し、様々な活動に参加できたのはご指導ご鞭撻いただいた先生方のおかげ
です。この場をお借りして心より感謝申し上げます。

理学療法学専攻
泉　恩羅

検査技術科学専攻
林　稜太

保健学専攻
工藤 真也
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修了にあたって
　一昨年、友人とよく行ったお店がなくなってしまい、「場所が変わってしまうのは
あっという間なのだな」と考えていたところ、ついに自らの卒業の年が来てしまいま
した。現在20代半ばとなった私ですが、10代のころと比べて時間が経つのが非常に
早く感じます。そんな、あっという間だった６年間の弘前での生活は非常に有意義な
ものでありました。
　特に大学院に進学してからの２年間は、非常に充実した時間でした。研究を進める
にあたってご指導していただいた齊藤先生は、私の考えを大事にしてくださり、自由に
研究をさせていただきました。また、何度か学会発表の機会もいただき、人に伝えると
いう難しさを実感でき、客観的に物事を考える大切さを学びました。そして、先輩方や
同期、後輩には、学業だけでなく生活面など様々な面で助けていただきました．本当に
先輩、同期、後輩、先生方に恵まれた大学生活だったと感じております。
　ご指導してくださった先生方、苦楽を共にした同期、先輩、後輩、支えてくれた家
族、友人に深く感謝いたします。６年間、本当にありがとうございました。これからも
弘前大学と大学院で学んだことを糧にたゆまぬ努力を続けていく所存であります。

ゴール！ 
　大学と大学院生活、計９年間は長いようで、振り返ってみるとあっという間に感じ
られ、それだけ充実した日々を送れたと思っています。マレーシアから20歳のときに
留学して来て、実際は人生の３分の１は弘前で過ごしました。中学生のときに「留学
したい！」、高校生のときに「博士号とりたい！」という気持ちが芽生えて、10年以
上前の気持ちが信じられないほどまだ強くあって、今まさにゴール付近まで来ていま
す（2019年12月25日時点）。
　私は本当に恵まれました。９年間のとても長い時間を楽しく過ごせたのは大学１年
生に出会った学科の友達と部活の仲間、大学４年生のときに仲良くなった同じ分野の
研究室の仲間、修士１年生に出会った社会人サークルの仲間、そして博士１年生のと
きに出会ったバドミントン部、FreeWave、そしてテキストバイトの仲間のおかげだ
と思います。
　そして、マイペースながらも、研究をやらせてくれたり、アメリカに海外研修に連
れてくれたり、学会発表に行かせたりしてくれた指導教員にとても感謝しています。
　今後就職して、帰国もするかもしれないけれど、弘前で過ごした日々は一生の思い
出、私の大事なたからものです。

理工学専攻
三浦 佑太

安全システム工学専攻
Amir Mukhriz

Azman

後輩たちへ 
　2016年４月に弘前大学に入学して４年が早くも経過しようとしています。私が大
学生活を経験して皆さんに伝えたいことは、大学は様々なことに挑戦できるチャンス
が広がっているということです。部活動の大会、留学、学会発表、バイト、ボラン
ティア活動など数えたらきりがないくらい様々な場面でチャンスかあります。
　しかし目の前にチャンスがあったとしても、それに挑戦するかどうかその人次第で
す。新しいことや困難なことをするときには失敗を不安になることもあると思います
が、たとえ失敗したとしてもその取り組みを通して「成長」することはできます。そ
もそも失敗という経験すら何かに挑戦しないと得ることができないかけがえのないも
のだと私は考えています。私自身この大学生活の中でたくさんの失敗をしてそれを糧
に成長できたと実感しております。
　長くなりましたが後輩の皆さんにはどうか失敗を恐れずにむしろ失敗してもいいや
くらいの前向きな気持ちで物事に挑戦して欲しいと思っています。挑戦した数だけ成
長し己を磨くことができるはずです。後輩たちの大学生活が実りの多い良い物になる
ことを心から願っています。

自然エネルギー学科
髙橋 拓斗
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大学生活４年間を振り返って
　地元の北海道を離れ、初めて弘前に来た日がついこの間のことに感じるほど、大学
生活の４年間はあっという間であり、大変充実したものでした。
　特に吹奏楽団での活動では、吹奏楽を通してたくさんの素敵な仲間たちと出会い、
ともに心を一つに音楽をつくり上げる楽しさを、改めて実感できました。演奏者はも
ちろん、聴いている人々の心にも響く、そんな魅力あふれる吹奏楽に、今後も何らか
の形で関わっていけたらと思います。
　また、大学入学を機にボランティアサークルの活動や接客販売のアルバイトを始め
たり、３年生からは研究室の配属が決まり実験を進めたりと、新たなことにも挑戦で
きました。時には思い通りにいかず、苦労したこともありましたが、これら１つ１つ
の貴重な経験は、自分自身の力と大きな自信につながったと感じています。
　そして何より、これまでお世話になった先生方、かけがえのない友人・仲間、いつ
も支え応援してくれた家族に、心から感謝しています。大切な思い出でいっぱいの弘
前の地は、私にとって第二の故郷そのものです。４年間弘前大学で学ぶことができ、
本当に良かったです。
　これまでの経験を胸に、４月から社会人として精一杯頑張りたいです。

自然栽培と歩んだ学生生活 
　自然栽培の魅力に惹かれたのは、学部１年次に映画「奇跡のリンゴ」を視聴したこ
とがきっかけでした。当初は某有名俳優らが出演していることもあり、軽い気持ちで
視聴に至りました。しかし、そんな当初の目的とは裏腹に「自然栽培」は私を惹きつ
けたのです。
　なぜ外部資材（化学肥料、農薬）を投入しなくても作物の収量性を維持できるのか、
この謎は実に複雑に、そして多種多様な生き物たちによって制御されていると考えら
れます。私は自然栽培の中でも水田（稲）を対象に研究していたのですが、研究を進
めるにつれて、その謎の複雑さに悶え苦しみました。しかし、同時にその研究プロセ
スは楽しく、有意義なものでした。この大学院で学んだ研究プロセスが今後の私に
とって大きな財産になると信じたいです。
　末筆ながら、この学生生活を支えてくださった皆様に感謝の意を伝えたいです。植
物生態学研究室にて終始適切なご指導を賜った杉山修一教授をはじめとして、その他
多くの先生、先輩、同期、後輩、友人、自然栽培農家の皆様、そして両親に支えてい
ただきました。ここに最大の敬意と感謝を記します。

弘前での６年間 
　弘前大学への入学が決まり、親元を離れ一人暮らしが始まりました。始めは慣れな
い家事に悪戦苦闘しながらも、６年も経てば上達し冬の大雪にも寒さにも驚かなくな
りました。
　大学生の時には、試験の過去問が中々手に入らず、友人と二人で予想問題を作りテ
ストに臨んでいました。それは骨が折れる作業であった反面、お互いが理解できるま
で勉強しあえ、とてもいい思い出です。
　大学卒業後多くの同級生が就職し弘前を離れる一方で、私は弘前に残り大学院へと
進学しました。周りの友人たちに比べ、私は今後の人生について考える時間を多く持
つことができました。私はそれまでの学校生活に対して何も疑問もなく楽しんでいま
したが、ある先生に「今のあなたが置かれている状況は非常に甘い」と言われ、そん
な状況に身を置いていたくない、そこから抜け出したいと強く思うようになり、更に
ステップアップしたいと思わせてくれました。
　私が決めた大学院卒業後の進路は、私が歩んできた人生の中で一番辛く大変なも
のになるでしょう。しかしこの弘前で学び、得てきたものを活かして乗り越え、その
先生を見返し、私の人生を豊かなものにしたいと思っています。お世話になった先生
方、私のしたいことをずっと応援し、時には厳しく叱ってくれる家族に感謝しています。

食料資源学科
山田 萌夏

農学生命科学専攻
齋藤 嶺次郎

農学生命科学専攻
小森 江里子
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ちょこっと長えむがしっこ／太宰をまねて
 人文社会科学部　情報行動講座　教授　佐藤 和之
　むかしむかし、弘前へ車で向かおうとすると東北自
動車道を安代で降りなければなりませんでした。その後
は282号を西へ行き花輪から北に向きを変えます。花
輪や鹿角は秋田県だけど昔は南部藩で、ここの銅山は
どうしても守らなければならなかったのだろうと思いな
がら坂梨峠を上りました。鹿角を過ぎたあたりから人里
はなく、いろいろに思いを馳せながら碇ヶ関へ着きまし
た。坂梨峠を下った左手に関所があって、南部藩と佐
竹藩と津軽藩の境を碇ヶ関に作った先人の知恵が偲ば
れます。碇ヶ関からは青森へ向かう高速ができていまし
た。大鰐で降りて７号線を北へ向かうと、雄大な岩木
山を背景に想像を絶する大きな街が平野の中に現れま
した。感動と感激を覚えました（今も覚えます）。
　ところで私は方言研究者で、津軽弁が超一流の、
立派な方言である理由を説明するために弘前へ住みた
いと思っていました。弘前大学には国語学が専門の研
究者が途切れずにいましたが非東北人が住み続けるの

は難しかったようで交替交替でした。その頃の青森空
港は11月になると３月まで閉鎖でしたし、特急はなく、
急行津軽だけでしたから大変と思った気持ちも理解で
きます。車で冬の坂梨峠を越えるのは至難です。
　しかし方言を専門とする言語研究者としては、だか
らこそ津軽弁の偉大さがよく分かり、住めば住むほど
津軽弁の奥深さに魅き込まれます。ところが津軽の
人たちは弘前大学の教員は数年住むといなくなると
信じていたようで、なかなか津軽弁の正体を明かして
くれません。本当に気に入って住んでいるのをわかっ
て欲しく、弘前生まれの子供がいることや家も建て
たことなどを伝え、受け入れてもらう努力をしました。
　さて、相応の年月を経、こころを開いてもらえた頃
にもらったことばがあります。「マダマネ、ハガ買ウマ
デマイネ」でした。津軽弁が立派な理由が分かりまし
た。私は津軽人のこの心意気が好きで住み続けていま
す。でもまだお墓は買っていません。トッチパレ。

20年を振り返って
　2000年（平成12年）の５月、私は弘前大学に着任致しました。初の雪国生活は不
安もありましたが、岩木山を眺めた時の感動は未だに忘れられません。まさに一目ぼ
れでした。住めば都、四季の移り変わりが美しいこの地で暮らせたことは私のかけが
えのない財産となりました。大学では専門の演奏法研究と学生指導、2008年度～
2010年度に附属中学校校長を兼務など、学園運営業務を同時進行するという環境
の中で、「練習を一日休めば３日の遅れ」という実技系教員の専門技術の維持や開発は
並大抵ではなくその困難さを日々痛感した20年でありました。授業では学校教員とし
て必要な基礎を徹底的に指導してきた自負はありますが、時を重ねるごとに伝えるこ
との難しさ、深さを知らされ道半ばの感ありです。研究活動としてはトロンボーンの演
奏会やクリニックの他、アンサンブル指導に力を注いできました。全学の弘大生による

「弘前スライド・ミュゼッグ」（Tb合奏）の指導と指揮、また地域社会活動の一環とし
て「青森トロンボーンアンサンブル」での演奏など多くの音楽活動を続けて参りました。
その経験は私にとって大変貴重な宝物となっております。多くの人々に支えられ、任期
を全う出来ます事に唯々感謝しかありません。今後の弘前大学の更なる発展を祈念し
ております。長い間お世話になり有難うございました。

40年の回顧
　昭和54年４月に養護教諭養成所に就職し、その後教育学部教員として41年にわた
り、大過なく健康に勤務することができました。これも偏に皆様方からのご支援の賜
物と感謝申し上げます。
　40年も大学にいると、様々な変化に気がつきます。大学全体が綺麗になったこと。
道路脇にあった生け垣やうっそうとした木々が全て無くなりました。今は姿も無く
なった大学前の喫茶店。授業の合間にコーヒーを飲みに行き、他学部の先生と研究の
話、政治の話など様々な話をしました。
　昔の教授会は討議の場で、もうもうとしたたばこの煙の中で、少しのお菓子をほおば
りながら、夜中までやったこともありました。その後、校舎内全面禁煙になり、教授会
の空気は良くなりましたが、会議は、少しずつ今のような状態になっていきました。
　教育は人を育てる楽しみがあります。しかし、本当は育てているはずの自分が人間
として育てられたような気がします。弘前大学の益々のご発展を祈念しております。

教育学部
音楽教育講座　教授
　和田 美亀雄

教育学部
教育保健講座　教授

小玉 正志
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４年間の思い出
　まずは、平成27年の採用手続きに関して、特に、印象に残っていることは、業績調
書等の資料収集です。すでに20数年前に拙著が掲載された雑誌は手元になく、またそ
の雑誌も廃版となっていたため、ネットで自分の原稿を探し購入するという、何とも
不思議な手続きをしたことを思い出します。
　次に、平成28年は私も含め小学校定年退職者、高等学校定年退職者の計３名が採用
となり、いよいよ平成29年度からの教職大学院スタートを目指し、本格的に準備に
取りかかったことです。３名で毎週１回は集まり、実習のシュミレーションや計画作
りに取りかかりました。また、山梨大学等の先進校を視察したのですが、私は教職大
学院という全体像のイメージが全然つかめず、先方の職員からお話を伺っても理解で
きないことも多々ありましたが、他の先生方のお力添えでどうにかスタートできまし
た。
　最後になりますが、教職大学院において良い仲間、良い院生と共に４年間勉強させ
ていただいたことは、自分の人生において貴重な体験だと感謝しております。教職大
学院のますますのご発展を祈念しております。

弘前大学での23年の職務を終えるにあたって
　私は北海道大学医学部３年次に医学の最初の専門領域として受講したヒトの構造と
機能を学ぶ生理学、特に脳のはたらきについての丹治順助教授の講義に魅せられ、学
部学生でありながら実験も一緒にさせていただく機会を得ることができました。卒後
の進路として研究者になる道を選び、現在まで基礎研究を続けて参りました。本学に
は平成９年に参りましたが、前任地の東北大学も合わせると、これまで33年にわたる
教職を通じて3500人を超える医学部学生に生理学を教えてきたことに、今更ながら
身の引き締まる思いです。
　本学における23年の間に平成16年に国立大学が法人化され、それ以来、私が大
学院に入学し、助手として職務についた頃に比べ、大きな変化を目の当たりにして
きました。具体的には、卒後臨床研修制度が導入され、研究者を目指して大学院に
入学する医学部卒業生が全国的にも極めて少なくなったこと、教員ポスト削減とと
もに医学教育が臨床実習重視になるに伴い、基礎系のポストが激減したことなどが
あげられます。大学が学ぶところであり、自由な研究するところであるがゆえに、
本学が将来の有能な医師のみならず研究者を育てられる場であり続けることを切に
願って止みません。

退任にあたって
　1975年に弘前大学医学部に入学し、以来約45年間弘前大学にお世話になりま
した。卒業後すぐに小児科に入局し、小児血液・がん分野の臨床・研究に携わっ
てきました。1986年から1990年にかけて、米国のイェール大学などで学ぶ機会
を与えていただきましたが、これがその後の私の人生に大きな影響を与えました。
2000年に小児科の教授に就任し、県内の小児医療全体にも責任を持つ立場となり
ましたが、2005年に開始された卒後臨床研修制度の影響で、その後しばらく極度
のマンパワー不足に悩まされました。しかし、幸いなことに、講座のメンバーと
様々な取り組みを行い、2011年からは毎年約５名の新人が小児に加わるように
なりました。その結果、関連病院も充実し、大学も30人体制をやっと確保できる
ようになりました。私の専門分野の仕事では、臨床も研究も同僚、後輩に恵まれ、
少しですが弘前大学から世界に発信することができました。臨床講座で研究を行
うことは、時間的な制約など大きなハンデキャップもありますが、患者さんを診
療するうちに取り組むべき問題が自然に分ってきます。後は何が重要で何が重要
でないかを選別すればよいのです。答えは患者さんが教えてくれます。

教育学研究科
教職大学院　教授

三上 雅生

医学研究科
統合機能生理学講座

教授
蔵田　潔

医学研究科
小児科学講座　教授

伊藤 悦朗
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春は花
　春は花　夏ほととぎす　秋は月　冬雪さえてすずしかりけり
とは川端康成のノーベル文学賞受賞講演で引いた道元禅師の歌です。鎌倉期は、日本
は気候変動的に寒冷期で、京都でもそれなりに雪が降ったことが、川端が講演でもう
一つ引いた「雲を出でて　我にともなふ　冬の月　風や身にしむ　雪や冷たき」とい
う明恵上人の歌からもうかがえます。弘前はまさにこの日本の原風景をそのまま残し
た風雅な街だと、ここに赴任した時に思いました。みなさん「雪さえなければ良いと
ころなんだが」とおっしゃいますが（気持ちは分かります）、自動車や電車で移動す
ることがなければ、雪もまた楽しいものだし、農業のためには雪はなくては困るもの
でもあります。この地で18年間の長きにわたり、学生の皆さんとともに学び、遊び、
泣き、笑い、教員としてゼロから育てていただきましたことを心から感謝申し上げま
す。次の桜は関西で見ることになりますが、弘前の桜と毎年比べてしまうと思いま
す。弘前大学のますますのご発展をお祈り申し上げております。

ケアのリング　―　鎖、結、絆、倫、縁　―
　皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。教育学部特看に入学し、専門教育、臨床実
習を重ねる毎に、看護師の奥深さを見せられました。基本的な知識・技術は学んだ
ものの、一つとして同じ事象がない現実に、情報収集と判断と実行、評価・反省が
求められ、他者を通して自己を見詰めさせられました。某大学病院でのアルバイト
の時、奥深さだけでなく、驚きとともに納得が加わり、看護師になる決断をしまし
た。その奥には何があるのか…精神看護学実習では、並行して読んだトーマス・マ
ンの「魔の山」に魅せられ明け方まで読み耽って、受持患者と共に廊下を徘徊し、
第三者からみたら、どちらが患者か判らなかったのではないかと思います。
　弘大病院１病棟４階に勤めてから、善き先輩、後輩、仲間との巡り合い、お互い
支え合ってここまで辿りつくことができました。看護学を学び続けることは、問題
を解く術だと思っています。これからもなるべくケアリング（お互いを知る、共に
いる、何かをする、与え与えられる、信頼を維持する、将来に希望を持つ）を実践
していきたいと思っています。
　大学を取り巻く現実は、とても厳しいものではありますが、弘前大学のさらなる
発展を祈っています。

退職にあたって
　2002年、医学部保健学科の学生募集２年目の年に弘前大学に赴任してきました。
東京大学医学部附属病院の臨床の理学療法士として16年、秋田大学医療技術短期大学
部の教員として10年、弘前大学保健学研究科の教員として18年、結果的に異なる３
つの大学を経験してきました。患者さんに教え助けられ、学生とともに学び、同僚と
の切磋琢磨や支援により、さらには家族に支えられた44年間でした。次男の大学入学
と同時期の弘前大学への赴任や長男の死など家内には多大な負担をかけ通しで18年間
の単身赴任生活からようやく解放され女房孝行、親孝行に励みます。
　大学人として、医療技術短期大学部から保健学科、大学院修士課程、大学院博士後
期課程設置という組織の変遷は、学生や大学院生との教学相長による教育研究の発展
充実を実感できました。法人化以降の運営費交付金の削減や教員業績評価をはじめと
する評価におわれる日々や、最後の２年間は研究科の管理運営に少し関わるという貴
重な経験をすることができました。来年度からは医学部に心理支援科学科が設置さ
れ、心理専門職養成の視点が加わることで、保健学研究科、弘前大学のさらなる発展
を祈念しています。

医学研究科
胸部心臓血管外科学

講座　教授
福田 幾夫

保健学研究科
看護学領域　教授
工藤 せい子

保健学研究科
総合リハビリテーション

科学領域　教授
若山 佐一
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～ありがとうございます～
　教育学部看護学科（再編前）と医学部保健学科看護学専攻に在職し、成人看護、
老年看護、在宅看護を担当させて頂きました。当学教職員の方々はじめ、地域の中核
病院、介護老人施設、訪問看護事業所、地域包括支援センター、オストメイトの会、
高齢者健康調査、認知症の人と家族の会、福島県浪江町の皆様には、学生共々お
世話になりました。また、青森継続看護研究会、つがるブランド地域先導ナース育成
事業（共に附属病院看護部と共催）との関わりは、ケア連携の課題を考える機会とな
りました。ご支援・運営に携わる皆様にお礼申します。そして、学生の皆さん（母娘二
代にわたる方もおられます）との出会いを振り返り、こちらこそ育てて頂きありがとう
ございます。学生と傾聴した在宅介護にあたる女性の言葉―「主人の介護の全てを娘
に教えました。」「生前毎日、父の徘徊に付き添いました。実の親なので大変でした。
今、もう一度介護したいです。」「主人のきょうだいが実家に帰ればいつも、お母さん
の前では子供の頃に戻ってもらいます。」―しなやかさと家族の支えがケアシステムと
共に伝えられます。ご自愛を切に祈ります。岩木山と桜と林檎の花を愛でながら、津
軽に住み続けたいと願います。弘前大学の益々のご発展を心よりお祈り申しあげます。

退職にあたって
　1973年に初めて弘前の土を踏み、理学部化学科の学生として４年間学びました。
学生時代はサークル活動も楽しみ、勉学が一番の目的というわけではありませんで
したが、一時期友人達の刺激を受けてがむしゃらに勉強したことがあり、今でも怠
け心が出たときには貴重な体験として思い起こします。
　縁あって1983年６月からは同学科に採用していただき、組織としては理学部化学
科から理工学部物質理工学科、理工学部物質創成化学科へ、また講座制から大講座
制、そして教員個人の研究室へと変遷しましたが、36年余の長きにわたりお世話に
なりました。私の専門は分析化学です。分析化学の目的は、物質を化学分析する方
法を組み立てたり、そのために必要な物質を作ったりすることです。講座や研究室
所属となった大学院生・卒研生の皆さんと共に実験を行い、試行錯誤が多い中でも
有意義な時間が過ごせたと思っています。首尾良く分析法が完成した折には、実試
料のサンプリングに学外まで足を伸ばしたことは楽しい思い出となっています。
　分析化学には他分野の方にも興味を持っていただき、教育・研究の推進にあたっ
ては多くのご支援をいただき感謝の言葉もございません。また、部局の事務方を始
め、図書館、（今でいう）情報基盤センター、共用機器基盤センターにも学生時代か
らずっとお世話になりました。ここに関係する皆様に感謝申し上げることで、退職
の挨拶とさせていただきます。弘前大学のますますの発展を祈念しております。

退職にあたって
　38年間の大学教員生活もいよいよ終わりに近づいてきました。今振り返ると、
研究の楽しさと厳しさ、教育の可能性と難しさを感じ続けてきた日々でした。30
代でのアメリカ留学を経て、世界に通用する研究を志してきましたが、欧米の雑
誌に投稿した論文の多くは掲載拒否にあい、その都度落胆し、また奮起して研究
にチャレンジすることの連続でした。科学の進歩は早く、世界との競争は厳しく、
油断するとすぐに取り残されてしまいます。残念ながら、最近の日本の大学が発
する研究論文が質量ともに急速に低下しています。日本の大学システムが時代に
合わなくなってきているのかもしれません。これからの時代はAIを始めとする高
度な科学技術が社会に浸透し、環境や格差という答えの見つからない課題がます
ます顕在化します。そのような時代にあって、大学の社会的責任はますます大き
くなります。大学にとって厳しい時代が続いていますが、法人化による上からの
改革ではなく、自分たちの権限を守るための改革でもなく、大学の社会的責任を
果たすための改革を進め、優れた人材を育成するとともに困難な課題に答えるこ
とができる組織に変われることを願っています。

保健学研究科
看護学領域　講師
米内山 千賀子

理工学研究科　教授
糠塚 いそし

農学生命科学部
生物学科　教授
杉山 修一
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弘前大学における10年間
　2010年２月に放射線医学総合研究所から医学部保健学研究科に赴任し、４月には
被ばく医療教育研究施設に異動。同じ年に施設が被ばく医療総合研究所になってから
ほぼ10年という月日が流れました。この間、公私ともにいろいろな事が有りました。
弘前大学が緊急被ばく医療体制を整備するという話を聞き、少しでも母校にお役に立
つことが出来ればと体制整備の業務をスタートさせましたが、2011年３月11日の東
日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故が発生したことにより、私自身の本学
における研究や業務が大きく変化しました。浪江町の復興支援のために奔走したこ
と、そして、国内外の染色体線量評価に携わる多くの研究者と連携を取り、染色体線
量評価の体制の構築に少しでも貢献する事が出来たことは私にとっては貴重な財産で
あり、大きな思い出として残っております。しかし、現状を見るにつけいささか危機
感を感じており、今後も国内外の染色体線量評価体制の再構築と若手の育成に少しで
もお役に立つことが出来ることを願いつつ、活動していきたいと考えております。10
年間本当にお世話になりました。有難うございました。今後の弘前大学の発展をお祈
りしております。

充実した弘前の８年間
"Good bye"ではなく "See you soon"
　私は、８年前の３月に、暖かいハワイのコナから、記録にのるほど雪の多い寒い
弘前にやって来ました。日本のあちこちに長い間住んだ後で、この小さい町で凍え
ながら、この国の一番優しくて暖かい人々にお会いすることができました。
　実は、半世紀ほど日本と付き合いがあったのに、大学の求人広告を見るまで、弘
前のことは聞いたことがなかったのです。しかし、大学の仕事の内容は自分の経験
にピッタリだと思いました。東京に住んでいた時、いくつかの会話学校を作ったり、
社会人や医師を教えたり、私立の大学の非常勤講師をやったり、いろんな方々にお
会いした経験があったからです。
　弘前大学のイングリッシュ・ラウンジのコンセプトは、大学の中のランゲージ・
センターを作ることでした。それは私にとってやりがいのある仕事でした。イング
リッシュ・ラウンジでは、大学生、留学生、院生、事務の方、大学病院の先生、グ
リーン・カレッジの方、弘前の町の方々など、皆の英語の指導や、アドバイスなど
受けることができる「ハブ」を作ってきました。皆様と一緒に素晴らしいラウンジ
を作ってきました。最初のラウンジ長として、お母さんが子供を育てるのと同様の
気持ちで、イングリッシュ・ラウンジの成長を見ることができて満足感があります。
　私は定年を迎えますが、まだまだ弘前大学のために働くつもりです。今まであり
がとうございました。でも、"Good bye" ではなく "See you soon"です。

退職にあたり
　1982年弘前大学医学部附属病院中央放射線部に非常勤職員として勤務してから37
年が経ちました。入職した当時技師総数は22名でした。撮影件数や検査機器も今ほど
多くはなく、X線写真はフィルムを使用し、暗室で現像処理していました。現在、写
真はデジタルとなり、MRI、PET-CT、高精度放射線治療装置など新しい機器が導入
され、技師も39名となりました。増員され嬉しい反面、当時では想像できないほど多
種多様な業務が求められています。
　振り返ってみると弘前大学病院で様々な業務を習得するにあたり、多くの個性的な
先輩方にご指導いただきました。そのおかげで今日の自分があると感謝の気持ちで
いっぱいです。
　私の技師人生の後半はCT業務でした。長い間CTに携わることで知識の構築と共に
興味を持つようになり、積極的に学習する機会が増え「CT認定技師」の取得につなが
りました。また、学会や研究会で他施設の技師と交流することで切磋琢磨できた時間
は良い思い出です。
　後輩の皆様、時の流れは思った以上に早いものです。自分のテーマを見つけ、積極
的に取り組み充実した時間を過ごしてください。

被ばく医療総合研究所
教授

吉田 光明

教育推進機構
教養教育開発実践センター

准教授
バーマン

シャーリー 
ジョイ

医学部附属病院
医療技術部放射線部門
副診療放射線技師長

神　寿宏
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定年退職を迎えるにあたって
　42年に及ぶ大学・高専の職員生活があとちょっとで終了することになります。
　東北大学を皮切りに、宮城及び八戸の高専、秋田、信州、弘前の各大学でたくさん
の先輩、同僚、後輩に支えられてこれまでやってくることが出来ました。
　弘前大学では４年間お世話になりました。病院経営では、病院収益が191億円だっ
たものが平成29年度は200億を突破し、200億突破記念祝賀会を開催し皆さんで喜ん
だことが記憶に残っています。更に今年度は230億円に迫る勢いです。
　また、かねてから進めていました病棟整備計画が順調に進んでおり、令和２年１月
に着工となりました。
　地域の祭りにも楽しんで参加させていただきました。秋田の竿燈、信州の松本ぼん
ぼんにも参加してきましたが、弘前のねぷたまつりへの参加も思い出深いものです。
　私は、いろいろな大学等を経験して、その時々に赴任した機関において何が一番こ
の組織のためになるかを考えながらやってきたつもりです。前例踏襲にとらわれず、
組織のために良いことを、「どうしたらできるのか」を考えてやってきました。すぐ
には成果も出ないこともありましたが、病院長を始め、各部署の協力を得ながら仕事
することができました。
　皆様、大変ありがとうございました。

定年を迎えて思うこと
　42年前、地元の工業高校を卒業し弘前大学施設部に採用され、そして、無事に定年
を迎えることができました。その間、平成７年度から８年間、仙台電波高専、八戸高
専そして岩手大学と単身赴任も経験しました。これもまた楽しい思い出となりました。
　施設部（施設環境部）での仕事は、自分が関わった業務（建物）が半世紀以上形と
して残り、その間ずっと評価し続けられます。（なかなか良い評価は得られないです
が。）それでも、目に見える形で自分がしてきた事が形で残ることは他の業務ではな
いことでうれしいことと思っています。今では、設計も外部委託がほとんどで、なか
なか設計を楽しめていない様に感じています。ちょっと残念な気もします。
　今の施設環境部（大学もそうですが）は、業務も多様となりストレスも溜まること
が多いと思います。ストレスを負わないためには、仕事以外に趣味を持ち、大学以
外の人達と趣味等で交流し仕事を忘れる時間を作ることを提案します。（自分の経験
上。）そうすることで日々の業務も向上し、弘前大学も益々発展することと思います。
そう願っています。
　皆さんありがとうございました。

定年退職を迎えて
　私の採用は、昭和53年４月１日でした。朝、雪が降る中、高校同期の太田修造さ
んと一緒に事務局へ出向き辞令交付に臨んだ記憶があります。配属は附属病院医事課
入院係でした。その日は土曜日でしたので、お昼で帰れると思っていたのですが、月
初めは入院料の計算日で、当時は入院患者全員分の入院料を夜遅くまで手作業で計算
していた時代でした。初日は当然戦力になるはずもなく、唯一の仕事は先輩が計算し
た入院料を請求書に書き写す作業でした。午後５時頃に帰してもらいましたが、先輩
はその後、私の書き間違った請求書を書き直していたかと思います。それでも、半年
後には診療内容の濃い外科系の診療科を担当し、何とか一人でこなせるようになりま
した。医事システム導入の準備室に配属になった後、経理部に異動となり、給与、出
納、管財の通常業務もしながら、当時遅れていた授業料債権管理、共済、管財の事務
電算化を担当しました。法人化前の平成14年に大学評価の担当に就き、企画、国際連
携を経て、現在に至っております。無事に定年退職を迎えられたのも、ひとえに、良
い上司、先輩、同僚に恵まれ、大学の皆様のお力添えがあったからこそと感謝申し上
げます。弘前大学の益々の発展をお祈りして、定年退職の言葉といたします。ありが
とうございました。

医学部附属病院
事務部長

川村 金蔵

施設環境部整備計画課
課長補佐

長内　悟

研究推進部長
兼社会連携部長
齊藤 明久
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１．講座について

　2017年４月に当講座に着任し、今
年で３年目になります。現在、教授１
名、准教授１名、助教１名、技術補佐
員１名のスタッフ４名と、当講座に所
属もしくは臨床の講座から来ている大
学院生数名、医学部学生に加え、海外
からの短期滞在研究員や、医学科の研
究室配属・クリニカルクラークシップ
等で来ている医学部学生等、10人内
外の人員が研究室にいます。医学科に
おける学部教育では、主に生化学講
義・実習を担当しています。

２．研究内容

　当講座では、生命科学研究のための
新規技術の開発や、それらを用いた生
命現象の分子機構の解析を行っていま
す。

２-1. ゲノム機能の発現調節機構の解
析を行うためのプラットフォーム技術
の開発とその応用
　転写、エピジェネティック制御、X
染色体不活性化、遺伝学的刷り込み
等、ゲノムDNAが関与する生命現象
の分子機構の解明は、現代の生命科学
研究の焦点の一つです。こうしたゲノ
ム機能の発現制御機構を解明するため
には、解析対象ゲノム領域に結合して
いる分子を網羅的に同定し、それらの
分子がどのように振る舞うのかを理
解する必要があります。特定のゲノム
領域に結合している分子を見つけ出す
手法は、古くからいろいろと開発され
てきたのですが、人工合成したDNA
に結合する因子をアフィニティー精製
する方法等、細胞の中で実際に結合し
ている分子を見つけてくるのではない
手法が多く、結果の生理的条件下での
評価等に時間や労力が食われることが
多いことが、研究の進展の障害となっ

ていました。そこで、細胞の中で実際
に解析対象ゲノム領域に結合している
分子を同定するためのプラットフォー
ム技術として、解析対象ゲノム領域
を、そこに結合分子が付いたまま生
化学的に単離する技術である「遺伝
子座特異的クロマチン免疫沈降法（遺
伝子座特異的ChIP法）」を開発しまし
た（図１）。結合分子の結合を保持し
たまま解析対象ゲノム領域を単離でき
れば、後は適当な手法、例えば蛋白
質等は質量分析解析、RNAや他のゲノ
ム領域等の核酸は次世代シークエンス

（NGS）解析を利用して、何が結合し
ているかを調べることができます。遺
伝子座特異的ChIP法は、insertional 
ChIP（iChIP）法とengineered DNA-
binding molecule-mediated ChIP

（enChIP）法の二つから構成されてお
り、どちらの技術も我々の研究グルー
プが世界に先駆けて開発し、特許を取
得しています。
　これらの技術を用いることで、解
析対象ゲノム領域に結合している蛋
白質、RNA、エンハンサーやサイレ
ンサー等の遺伝子発現制御配列を含む
他のゲノム領域を見つけることがで
き、遺伝子発現調節等のゲノム機能発
現調節機構の解明が進むことが期待さ

医学研究科

ゲノム生化学
講座
教　授　藤井　穂高

Laboratory  introduction

研 究 室 紹 介
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Laboratory
れます。特に、近年、ゲノム領域間の
物理的な相互作用が、遺伝子発現調節
等において重要な役割を果たしている
ことが示唆されており、遺伝子座特異
的ChIP法とNGS解析を組み合わせた
iChIP-Seq/enChIP-Seq解析は通常の
ChIP-Seq解析と同様の操作により解
析対象ゲノム領域と結合している他の
ゲノム領域を網羅的に見つけてくるこ
とができることから、特別な操作法を
習得する必要がなく、利用が拡大して
いくことが期待されます。
　また、遺伝子座特異的ChIP法を利
用すると、遺伝子発現の異常によって
引き起こされる難治疾患で当該遺伝子
の発現調節をしている分子を網羅的に
同定することができます。これらの分
子の中から、創薬標的として適切なも
のを選び出し、そうした難治疾患の治
療薬の開発をすることもできます。

２-2. ゲノム情報・エピゲノム情報等
を調べるためのプラットフォーム技術
の開発とその応用
　上記のように、私の過去10年間の興
味はゲノム機能発現調節機構の解明に
あったのですが、その副産物として生
まれてきたのがoligoribonucleotide

（ORN）interference-PCR（ORNi-
PCR） 法という遺 伝 子 変 異・多 型・
DNA修 飾 等 を 検 出 するた め の 技 術
で す（ 図２）。 ゲ ノ ム 領 域 間 の 物 理

的相互作用を解析する技術として、
2002年 に 開 発 さ れ たchromosome 
conformation capture（3C）法があ
り、それを使って解析対象ゲノム領域
と結合している他のゲノム領域を見つ
けようと試みていたのですが、あまり
うまく行きませんでした。その理由と
して、3C法ではPCR法を利用して他
のゲノム領域を検出するのですが、そ
の前段階のクロマチンの制限酵素切断
の効率が低いため、網羅的な解析をし
ようとすると制限酵素切断されてない
隣接する領域のPCR増幅がかってし
まい、検出したい未知のゲノム領域が
検出できないという問題がありまし
た。この問題を克服するため、人工
核酸を含む短い核酸を用いたブロッ
キングPCRを試みる中で、短いRNA

（ORN）によってPCR反応が効果的に
阻害されることが分かりました。PCR
法が1983年に開発されてから30年以
上経っており、ORNによるブロッキン
グPCRの報告がこれまで無かったとい
うのも驚きでした。現在、ORNは人
工核酸と比べると非常に安価に合成す
ることができ、今後、診断薬やゲノム
編集細胞のスクリーニング、バイサル
ファイト処理等と組み合わせることに
よるDNA修 飾／未 修 飾 領 域 の 検 出、
細菌叢解析等のNGS解析の高精度化
等の分野で利用が拡大することを期待
しています。

３．終わりに

　研究室では、上に紹介した技術の他
にも、現在いくつかのプラットフォー
ム技術の開発を進めています。こうし
た技術開発では、特許出願を論文や学
会発表よりも前にしておく必要があ
り、かつ、関連する技術の特許出願で
は、査定の障害とならないようになる
べく先行技術の数を減らしたいため、
先行特許・論文が公開される前に次の
特許出願をしなければならない等の事
情から、カレンダーとにらめっこしな
がら技術開発・特許出願書類作成を
行っています。
　こうした知財を企業へライセンスア
ウトする活動も積極的に行っており、
例えば、enChIP法はアクティブ・モ
ティフ社に実施許諾しています。ま
た、私は、前任地で藤田敏次准教授

（現職）と一緒に設立した大学発ベン
チャー企業であるEpigeneron社の代
表取締役も兼務しており、大学で生ま
れた技術の産業化も行っています。将
来的には、公的な資金に頼らずに、知
財のライセンス収入等を利用した研究
活動を行いたいと思っています。さら
に、現在、公的研究費については、国
による誤った選択と集中が進められ、
日本の科学全体が危機に瀕しています
が、願わくば、将来的に、私の講座の
みならず弘前大学全体にも研究費の調
達等の面での貢献できればと思いま
す。
　我々の技術に興味のある先生方がい
らっしゃれば、気軽にお問い合わせい
ただければ幸いです。

dCas9/gRNA複合体の発現

遺伝子

DNA

RNA

クロスリンク（必要に応じて）
DNAの断片化

アフィニティー精製

質量分析法など
次世代シーケンス解析など
次世代シーケンス解析など

 クロスリンクの解除（必要に応じて）

蛋白質

(A)

(B)

結合分子の同定

dCas9

gRNA

Clustered Regularly Interspaced Short Palindromic Repeat（CRISPR）複合体を利用した標的遺
伝子座の細胞内でのタグ付けおよび単離の例
(A) 細胞内でCRISPR複合体（dCas9/gRNA）を発現させることで、CRISPR複合体を標的遺伝子座
に結合させる（タグ付け）。なお、dCas9はDNA切断活性を欠損させたCas9変異体。
(B) タグ付けした標的遺伝子座は、アフィニティー精製によって単離・精製する。その後、結合分
子を生化学的解析で同定する。

図１　遺伝子座特異的ChIP法

DNA (ゲノムDNAや cDNAなど)

・
・
・
増幅

塩基配列の変異

ORN プライマー

プライマー

増幅せず

ハイブリダイゼーションしない

DNA合成の阻害

ORNi-PCR法およびそれを利用した塩基配列変異検出の模式図
図２　ORNi-PCR 法

探求心を育てる

17学園だより 198



　今年度は元号が変わる大きな節目とな
りました。気が付けば令和２年になって
おり、時間が刻々と過ぎていることを実感
します。今年入学した新入生にとっては長
く、卒業する在学生には短く感じられたの
ではないでしょうか。人生の体感時間はど
んどん短くなりますが、それは新しい環境
に身を置くことや挑戦を続けることで防ぐ
ことができます。私も20代はいろいろな
挑戦を続けたことで充実した時間を過ごす
ことができました。最近は体感時間がやや
加速気味であるように感じ必死に抵抗して
いますが、体重の増加には抵抗しきれてい
ないのが悩みの種です。
　平成の30年間で起こった様々な変化を
見て分かるように、これからもそれと同等

もしくはそれ以上の変化を経験することは
容易に想像できます。時代の流れに乗って
努力を続けることが安定に繋がり、現状維
持では不十分であることを卒業・修了する
学生の皆様にお伝えしたいです。新鮮で長
い一年であったと思えるように挑戦を続け
てください。
　今年度で退職される教職員の皆様には、
ご指導ご厚情を賜りましたことに深く感謝
申し上げます。人生100年時代と言われる
現在においては、たとえ定年退職される場
合においてもまだまだ中盤であります。更
なるご手腕を発揮されることをご期待申し
上げます。
 （保健学研究科　細川）

編 集 後 記

けいじばん
コ ー ナ ー　本学では、研究活動や社会活動、課外活動等で活躍した学生及び学生団体を表

彰しており、令和元年度は、課外活動で活躍した７団体、研究活動や課外活動等
で活躍した学生32名が表彰されました。
　なお、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のため、残念ながら表彰式は中止されました。

【団体】
○課外活動で特に顕著な功績があった団体 
　男子バスケットボール部 女子バスケットボール部 医学部空手道部
　医学部ソフトテニス部（女子） 医学部卓球部（男子） 医学部バスケットボール部（女子）
　医学部バドミントン部

【個人】
○研究活動で特に顕著な成果を挙げた学生 
　倉　　諒登 佐藤　嘉晃 蘒原　雄輝 葛西　孝己 畑澤　研太
　雨澤　勇太 Yohanes Andre Situmorang Suchada Sirisomboonchai
　王　　婧	 安　　小偉 Xiaokaiti Pairuzha Xie Zhengkun Irwan Kurnia
　武　　志俊 西山　真未 猪瀬　航太 松本　愛美 木村　彰宏

○課外活動で特に顕著な功績があった学生 
　大西　歩葉　　　丸山　大輝　　　白川　虎太　　　平山　恵奈　　　島　　貴子　　　岩下　　葵
　岩岡　尚輝　　　海老名日奈子　　遠藤　信也　　　三上　花子　　　浦田　　風　　　井上喬二郎
　小田桐直生

○特に優れた業績、功績等があったと認められる学生
　今西　祥子

令和元年度弘前大学学生表彰について
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これまでの大学への貢献について 
弘前大学と弘前大学生協は以下の業務委託に関する契約を締結（2004 年～）しています。 

●福利厚生業務（学研災・学研賠業務含む）●教育支援業務 ●研究支援業務 ●その他大学業務 

日頃より、出張手配・旅費清算業務や校費のご利用、パソコンやソフトウェアの注文・修理・セッ

トアップ等の対応、学会のサポート事業などで生協をご利用いただいていますが、他にも施設改善や

事業でも教職員の皆さまの研究を全面的にサポートし、大学貢献に繋がる取組に協力しています。 

特に福利厚生では施設の改修に協力しました。今回は近年の施設の改修についての歩みをごらんく

ださい。 

施設改善等での協力 

過去には以下の施設改善に協力しています。 

2006 年 サリジェ建設(2,230 万円/4,400 万円) 

2007 年 大学会館 SHAREA(4,400 万円) 

2013 年 医学部会館 FERIO 他(3,200 万円) 

2014 年 食堂 Horest 改修(7,600 万円) 

2014 年 食堂 Horest 西側エアコン設置(493 万円) 

2015 年 保健学科 Clover(700 万円) 
2017 年 食堂 Hoerst 西側改装(896 万円/1,400 万円) 

※赤字が大学への寄附部分・黒字は生協投資額 

2006 年以降の施設関連の投資額 

約 2 億 4,000 万円 

100 円朝食 市民 Day 食と産業まつり 

今年は開店から 10 年以上経った文京キャンパ

スコンビニ Cerisier(サリジェ)を福利厚生施設充実

のためリニューアル工事を行いました。 

2019 年  

Cerisier
サ リ ジ ェ

リニューアル 
(425 万円/2,100 万円) 

 

お昼のピーク時には行列が店の外まで延びるほ

ど。混雑解消のため、入口やレジの配置なども変

え、サッカー台も広く使えるようになりました。 

弘前大学 6 次産業化マイスター 

育成プログラム 

他にも、魅力ある事業として組合員の参加を活発にしたり、大学と協力して地域を活性化し豊かな社会

と文化の展開に貢献しています。今後も新たな社会を担う人材を送り出すために、弘前大学に協力しなが

ら、学生組合員の生活、学びと成長の支援をさらに進めていきます。 

弘前大学生活協同組合 TEL 0172-34-4806 
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